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ＦジョウMiS馴川"ｓα'29z'〃czlw伽加に被鬘する

ＥＣﾉﾉﾉ"osjo川α/zoγ花"seAsada，１９２６とＥＣ/'/"Cs加川ｃｚ

ｃｊＷ/oγ℃ﾉﾉﾉＳＡｎｄｏｅｔＯｚａｋｉ，1923の

メタセルカリアについて

斎藤奨＊谷重和↑

（昭和57年５月10日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＥＣ/ｉｆ"osZomaノioγZe7zse，ＥＣﾉZi"Cs'ｏｍａｃｚ"eZoγcｈｉｓ，metacercaria，loach
●

近年，Ｅｃｈｉ"osromaAorfe"Ｓｃ寄生またはそれを疑わ

せる人体症例が谷ら（1974,1976a),有薗ら（1976),吉

田ら（1981）などにより報告され，その感染経路はいず

れもドジョウの生食と推察されている．ドジョウに被嚢

するEchinostomatidaeのメタセルカリアはＥ・ノtoγ花一

"ＳｃのほかにEchZ"ostomaCi"eto7cﾉiiS,Ｅｃｈｉ"ochas""ｓ

〆r/b/iａｔ"S，ＥＣ/Zi"oc/iａｓ"z"ｓノ妙olIic"S，ECAi"ocAas‐

、"sZo6iおよびＭｃ了⑫α、lｸﾊｺﾞ…AyzMz`e"sｉｓの６種

が知られている．これらのうちＥＣ/Zi7zoc/ｍＳｍ"Ｓ属３種

はエラ寄生で，被嚢の大きさで大体区別がつく,（小宮，

1965)．Ｍ・ＡｙｚＭ"elzsfsは口吸盤上に小疎を備えてい

る(古賀，1952)ことが特徴である．さらに，これら４種

は頭冠鰊列が背面で中断している点，ＥＣ肱oStoma属

とは容易に区別がつく．しかしＥ・〃oγZe"ＳｃとＥ・Ｃｉ"e‐

Zo7C肋は文献的(浅田，1926；1939；安藤・尾崎,1923）

は頭冠練の本数で区別されるが，被嚢幼虫のままでは，

特にＥ、ｃｉ,zetoγcｈｉｓのそれらを全部数えることは容易

でなく，他の特徴で区別できれば便利である．そこで両

者を比較したところ形態およびドジョウの被嚢部位にい

くらかの相異点を見出すと共に，両種メタセルカリアの

焔細胞式を決定し得たので併せ報告する．

で検査した．検出メタセルカリアは解剖針で組織から分

離し，生食水と共にスライドグラスに採り，カバーグラ

スをかけて100～400倍の鏡下で観察した．なお検査ずみ

のドジョウ組織片は念のため３７Ｃ人工消化液（１：

１０，０００ペプシン0.19,塩酸0.7ｍ１，水100ｍl）で消化し見

落しを確認した．

脱嚢幼虫の観察は，Ｅ・horte"Ｓｃは37Ｃ胆汁加トリプ

シリン液（持田製薬）に入れて脱嚢させた幼虫で，E

cz7zetoγc/iｉｓはマウス投与約半日後に回収した幼虫で

行なった．幼虫を１個体ずつスライドグラスに乗せカバ

ーグラスをかけて，100倍の鏡下で幼虫をこわさないよ

うに注意しながら余分の水を濾紙で吸い取り，できるだ

け薄く圧平した．ついでカバーグラスの四辺を手早くワ

ゼリンで封じて長時間の観察に耐えるようにし，各部の

計測を行なった後，焔細胞の観察に供した．また－部は

シャウジン液で圧平固定，カルミンあるいは鉄へマトキ

シリンで染色して生殖原基を観察した．

なお被嚢メタセルカリアの一部はラットに投与して成

虫を得，種を確認した．

成績

ドジョウ119尾についてメタセルカリアの寄生状況を

調べたところ，ＥＣ/jilzosto"zaho7Ze"Ｓｃ単独寄生は8.6～

45.0％，ＥＣ/zi7zosto加αｃ伽toγc/jjsのそれは０～30.0％，

両種混合寄生は17.1～27.5％であった．また１尾当りの

寄生数は両種とも１～３個が普通で，最高寄生数はＥ、

ﾉｶoγrelJseは32,EcilzeZoγcｈｉｓは42個であった（Ｔａｂｌｅ

ｌ）．

被嚢部位について，Ｅ・Ao7te"ｓｅは53尾の,Ｅ・ｃｉ，Zero‐

'てﾊﾉｓは48尾のドジョウで観察した．その結果，前者は

方法

山形市市販の秋田県産ドジョウMsg"r7z"ｓα"g肌/i‐

cα"ぬz,`ｓを頭部と体部に分け，体部は皮膚をはぎ取り

臓器を摘出した．体部筋肉は肛門後縁部を境に切り離

し，さらに前部は背骨を境に上下に分けた．ついで各部

を２枚のガラス板にはさんで圧平し，双眼実体顕微鏡下

＊山形大学医学部寄生虫学教室

↑秋田大学医学部寄生虫学教室

（２７）
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TablellncidenceofthemetacercarｉａｅｏｆＥ、Ao7re"scand/ｏｒＥ・ｃｉ"ero7c/iｉｓｉｎｌｏａｃｈ

Ｎｏ．（96）ofloachinfectedwithＮｏ．ｏｆｌｏａｃｈ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｄａｔｅ

ｅｘａｍｉｎｅｄ
bothspeciesＥ・ho7Ze"Sｃ Ｅ・Czr"α０７℃ｈｉｓ

９(45.0）

３（8.6）

９(37.5）

６(15.0）

27(22.7）

３(15.0）

７(20.0）

0

12(30.0）

22(18.5）

４(20.0）

６(17.1）

５(20.8）

11(27.5）

26(21.8）

０
６
７
３

１
１
１

Jun、１９７６

Jan、１９７７

Janl977

Mayl977

Total

２０

３５

２４

４０

１１９

皮膚に79％の寄生がみられ最も多く，ついで頭部58％，

臓器17％，腹腔壁８％で，筋肉やヒレは陰性であった．

頭部では咽頭壁やエラ基部周囲の軟組織に普通に検出さ

れたが，エラには全く見出されなかった．皮膚について

は肛門周囲の組織に数個集まって被嚢している場合が多

く，まれにハラピレ基部にも検出された．臓器では胃前

端部と腸後端部の外壁に付着して被嚢していた一方，

Ｅ､ｃ'"eZoγcｈｉｓは腎が位置する腹腔上壁にのみ検出され

た（Table２)．

Table2Encystmentsitesofmetacercariaeof
E・ハorZe"ｓｅａｎｄＥ．ｃi"eZoバノiｉＳｉｎｌｏａｃｈ

虫をスライドグラスにとり，カバーグラスをかけて，や

や圧平して400倍で検鏡すれば頭冠に沿って２６～28本の

頭冠練（８～９×2.5,u）を確実に数えることができる．

隅疎各４本は特に明瞭で，他の疎列のやや後方に離れて

２列に並んでいる．被襄内の幼虫は３７Ｃトリプシリン

液５ｍｌに３～４滴の割に犬胆汁を加えた溶液内で15分

以内に殆んど脱嚢した．脱裏幼虫の体長は250～380/‘(平

均325｣α)，体幅は110～150’（平均132'）で，体表は皮赫

で被われ体前方が密である．頭冠鰊26～28本のうち隅疎

各４本を含む片側６～７本が腹面に，他は背面に生えて

いる．口吸盤は53～75×50～68/“（平均64×60/u）で，体

前端腹面に開く．腹吸盤は体中央よりやや後方にあり５８

～78×50～75/2（平均69×67β）を算す．消化器官は短い

前咽頭，咽頭(23～30×20～28β）および食道（30～681）

に続き腹吸盤前方で分岐して腸となり，体後端排泄嚢近

くで盲管に終る．生殖原基は腹吸盤前縁と後縁からやや

離れた２カ所に濃染する細胞集団がある．後縁細胞集団

上端から腹吸盤にかけて蛇行状に並ぶ細胞は子宮原基，

同じく下端から横に走る１列の細胞列は卵黄輪管の原

基である．２つの睾丸原基は排泄裏分岐点に３～５個ず

つの細胞塊として斜めに配列する．排泄器官は迂曲型

(stenostomate-type）で，焔細胞式は２〔(３＋３＋３）＋

（３＋３＋３)〕＝36である．主排泄管上行枝内の９カ所

にciliaが見られ，同管下行枝内には20～30個ずつの大

小の穎粒を含む（Table３，Fig.1Ａ)．

Ｅ、ｃ/"etoγcｈｉｓの被嚢は楕円形または不正円形で大

きさ135～160×108～125〆（平均153×115")．被嚢壁

は明瞭な２層からなり厚さ４～８'．外層は内層より

やや厚く，境は透過光で黄緑色を呈し二重線にみえる．

本種幼虫の頭冠辣は一般に不明瞭で，被襄内では一部

しか観察できない．幼虫は胆汁加トリプシリン液では脱

褒せず，マウス投与約６～12時間後の虫体を脱嚢幼虫と

して観察した．体長は250～380'（平均317β)，体幅は

110～170'（平均133β）で，体表は皮練に被われ体前方

Ｎｏ．ofloachinfectedwith

Ｅ，ho7te"SC E、Ｃｆ"cZorChis

Head＊

Skin

Abdominalcavity

Digestiveorgａｎｓ

Ｍｕｓｃｌｅ

Ｆｉｎｓ

31(1-18）

42(1-14）

４(１－２）

９(1-14）

０

０

０

０

４８(1-42）

０

０

０

53(1-32）４８(1-42）Ｔｏｔａｌ

＊ＮＣmetacercariawasfoundonthegills・

Ｆｉｇｕｒｅｓｉｎｔｈｅｐａｒｅｎｔｈｅｓｅｓｓｈｏｗｍｉｎimum-
maximumnumbersofmetacercariaefoundin

aloach．

Ｅ・horZe"Ｓｃの被裏の大きさは148～180×133～150ﾉα

(平均162×142の,ほぼ円形で,その壁は2層からなり

厚さ３～６浜，外層は薄く時には認められない．さらに，

その外側をしばしば宿主側の線維組織で包まれて直径

158～230/zにもなり，また２～３個の被嚢が一緒に被わ

れていることもある．幼虫は体を輪状に曲げ，あるいは

体の長軸を縮めて被嚢に包まれ，運動は不活発である．

この状態での内部構造は体両側に縦列している大小20～

30個ずつの穎粒および口・腹吸盤が良く見える．被裏幼

（２８）
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Table３MeasurementsofbothmetacercariaｅｏｆＥ・ノio7-re"ｓｅａｎｄ

Ｅ．ｃ/"eZorchisinloach（inmicrons）

Ｅ，ho7Ze"Sｃ Ｅ，Ｃｉ７ｚｅＺｏ７Ｃｈｉｓ

148-180×133-150(162×142）

250-380×110-150(325×132）

５３－７５×５０－６８（６４×６０）

５８－７８×５０－７５（６９×６７）

２３－３０×２０－２８（２７×２７）

30-68(49）

Cyst

Body

Oralsucker

Ventralsucker

Pharynx

Esophagus

135-160×108-125(153×115）

250-380×110-170(317×133）

４８－６３×４５－６３（５５×５３）

４８－６３×４５－６０（５３×５３）

２５－３４×２３－３３（３０×２６）

45-83(69）

Ｆｉｇｕｒｅｓｉｎｔｈｅｐａｒｅｎｔｈｅｓｅｓｓｈｏｗｔｈｅaverages．

Fig.１１１１ustrationsoftheexcystedmetacerｃａｒｉａｅｏｆＥｈｏ７ｒｅ"Sｃ（Ａ）

ａｎｄＥｃ/"eZo1℃/iiｓ（B)．

近くで盲管に終る．生殖原基や排泄器官はＥ、AC,γe,ISe

とほぼ同様であったが，主排泄管上行枝にあるciliaは

11対認められた（Table３，Fig.1B)．

以上，形態の特徴と被裏部位の違いを基に区別した

Ｅ､/z０丁te"ＳｃとＥ、Ｃｉ"αoγC/〕たのメタセルカリアをラッ

トに投与し，３～６週後の成虫で種を確認し，すべて一

致をみた．なおＥ・ｈｏγte九sｅ成虫の後睾丸の位置は体長

に密生する．頭冠には３６～38本の頭冠疎が連続して並

び，隅練の６本を含む10～11本ずつが体の腹面に，他は

背面に分布する．口吸盤は48～63×45～63’(平均55×５３

｜u）で体前端腹面に，腹吸盤は48～63×45～60'（平均５３

×53/u）で体の中央やや後方腹面に開口する．消化器官

は口に始まり，短い前咽頭，咽頭（25～34×23～33β)，

食道(45～83,〔z）と続き，腹吸盤やや前方で分岐し排泄嚢

（２９）
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ている．しかし高橋（1927)，小宮（1965）らが指摘して

いるＥ、ｃ'"ezorchisの被嚢壁は加圧で破れ易いとは

いえず，むしろＥ・ん。γZe"Ｓｃと同様強じんであった．な

お両種の被裏壁は生化学的性状も異なるようで，Ｅ、

ho7Ze"Ｓｃは３７Ｃ胆汁加トリプシリン液内で容易に脱嚢

するが，Ｅ､ｃｉ,zeZo7chisは１昼夜その溶液に入れても外

見上全く変化しなかった．

幼虫の明瞭な区別点は前記のように頭冠疎の数であ

る．被嚢を被ったままの幼虫で，ＥＡｏ７Ｚｅ"Scの疎26～

28本を数えることはそれ程困難でなかったが，Ｅ・Ｃｆ"α‐

o｢ＣｈｉＳのそれを全部（36～38本）正確に数えることは極

めて難しかった．しかし頭冠練列の両端にある隅練の数

や配列状態を観察すれば両種を容易に分けることができ

る．つまりＥ､ﾉiortelzseの隅練は明瞭で各側４本，他の

練列からやや離れて後方に２列に並ぶが,Ｅ､α"ezoγc/j/ｓ

の頭冠疎は不明瞭で，被嚢内の幼虫ではその－部しか確

認できない．

焔細胞の観察はYamaguti(1941）とＩｔｏ(1978）がＥ、

/iorte"Ｓｅのセルカリアについて，それぞれ２〔９＋（３

＋３＋３)〕＝３６，２〔（３＋３＋３）十（３＋３＋３)〕＝

36と報告しているが，メタセルカリアについては今回

が初めてでＥ､/iorZe"Ｓｃ，Ｅ・ｃｊ"eZo冗肱とも上記同様

２〔(３＋３＋３）＋（３＋３＋３)〕＝36であった．

ドジョウにおけるメタセルカリアの被嚢部位はＥ、

C/"eZorc/i/Sでは岡橋（1966）のエラの報告があるにす

ぎず，Ｅ・ｈｏγze7zseについては次のような報告がある．

小野（1930）はエラと口部,草蒲（1966）はエラ,有薗ら

(1976）は土ラとその付近の軟部組織など，エラの報告

が多いが，岡橋（1966）は腹腔内腸間膜部のみとし上記

と全く異なった部位を報告している．今回はエラには両

種とも認められず，Ｅｈｏｒｔｅ"Ｓｃはエラ付近およびエラ

ブタの軟部組織，口先などの頭部や肛門周囲の皮層など

に多く被嚢し，胃腸管外表面，腹腔内壁などにも検出

された．ところがＥ・ｃｉ"eZoγcﾉｶｉｓはＥ・ho7te刀Ｓｃが殆

んど認められなかった腎の位置する腹腔上壁にのみ検出

され，被嚢部位で両種を分けることが可能と思われた．

最後に今回Ｅ､/ioγteｱzseあるいはＥ､ｃ伽ｔｏγc/ｉｉｓメタ

セルカリアと判断した材料の一部をラットに与え，成虫

で種を確認したところ，両種とも全個体が原記載(浅田，

1926；1939；安藤・尾崎,1923）とほぼ一致した．このこ

とから，被嚢の形，被嚢壁，隅練の形態と配列，ドジョ

ウにおける被嚢部位などで総合的に観察すれば，頭冠赫

の本数を確認しなくても被嚢幼虫のままで比較的容易に

の'/2境界線にある個体が59中55であった．またＥｃｉ"e-

Zo7CAiS成虫41個体中，睾丸のないものl０，１個のもの

３０，２個のもの３，しかも睾丸内や貯精嚢内に精子のな

い個体が大部分で，睾丸１個を持つ３個体にのみ精子を

認めた．

考察

EcAmostomaハorte"Ｓｃは浅田（1926,1939）により発

見され，発育史も同時に完成されたもので，モノァラガ

イおよびヒメモノアラガイから検出したセルカリアをカ

エル幼生に感染させ，ついでラットに与えて成虫を得

た．その後，自然終宿主として犬（浅田，１９２７；1939)，

ドブネズミ(Yamaguti,1933),イタチ(Yamagut;,1939；

Kamiyaandlshigaki,1972）などが報告されてきたが，

谷ら（1974,1976)，有薗ら（1976）の人体感染例または

それを疑う報告が行なわれて以来，にわかに研究者の関

心を呼び種々野生哺乳類の寄生報告が相次いでいる（正

垣ら,1975;1976；八木沢,1975;多田,1976;塩田ら,1976；

長花ら,1976;石田ら,1977;1980;有薗ら,1977;川中ら，

1977;森下ら,1977;葛西ら,1977;斎藤,1977;1978;斎藤，

ら,1979;1980;吉村ら,1978;宮本ら,1982;高田ら,1982)．

ドジョウ寄生のＥ・hortc"Ｓｃメタセルカリアについて

は小野（1930）がＥ・Ｃａ？'ZPi(Yamagutil958がＥ､/ior．

…Ｓｃのsynonymとした)として初めて報告し，その後

岡崎（1966)，有薗ら（1976)，谷（1976α，ｂ）などの報

告があるが，いずれも疫学的調査に主眼が置かれた．今

回も山形市で売られているドジョウの感染状況を知る目

的で調査を始めたが，Ｅ・ｈｏγte"Ｓｃと常に一緒に検出さ

れるＥ、ｃ伽ｔｏγｃｈＺｓの区別が容易でなかった．文献的

(浅田,1939;安藤ら,1923)には頭冠疎の本数で明瞭に区

別できるが，被嚢に包まれたままの幼虫ではその数を正

確に数えることが困難であったので，これ以外の特徴を

両種で比較してみた．

被襄の形は一般にＥ・ho7te"Ｓｃは円形，Ｅ・ｃｉ"etoγc‐

肱は楕円形または不正円形で区別の目安となるが，被

嚢部位によっては前者も楕円形になることもあり確実で

はなかった．被嚢壁は両種の良い区別点となるようで，

ＥＣ伽zo7c/i/ｓでは内外２層の厚さは同じか内層がやや

薄く，さらに外層と内層の境が透過光で黄緑色を呈し二

重線にみえるが，Ｅ､/io〃e"Ｓｃは外層が極めて薄いか確

認できない．このことについてはすでに高橋（1927）が

Ｅ、ｃ'"eto7chisの外層は寒天様，内層は淡黄色，浅田

(1939）がＥ・ﾉioγZelzSeの２層はガラス様同質`性と記し

（３０）
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正確に区別できると判断した．

まとめ

ドジョウMsg"γ""Ｓα"g"〃ｃａＭｚｍｓに被嚢する

EC/z伽stomaハoγZe"ＳｃとＥ・Ｃｆ"eZo7c/z/ｓの両種メタセ

ルカリアを比較し，次の成績を得た．

Ｌ山形市市販のドジョウに被嚢していたＥ、/zo7tC‐

nseとＥ・ｃｉ"eZo7c肋の単独寄生はそれぞれ8.6～45.0

％，Ｏ～30.0％，両種混合は17.1～27.5％，１尾当り寄

生数は両種とも１～３個が普通であった．

２．Ｅ/jo7ze"ｓｅメタセルカリアはドジョウの頭部と

肛門周囲の皮層表面に普通にみられ，胃腸管外表面な

どにも認められたが，Ｅ・Ｃｉ"etoγCﾉﾉｉｓは腹腔上壁のみで

あった．

３．Ｅ・ノZo7Ze"Ｓｃメタセルカリアは３７Ｃ胆汁加トリ

プシリン液内で15分以内に殆んど脱嚢するが，Ｅ・ｃｉ"α‐

ｏ７ｃｈｉｓの被嚢壁は本溶液には全く影響を受けなかった．

４．Ｅ・Ｃｉ"ｅｔｏ７ｃｈｊＳ被嚢壁２層のうち，外層は内層と

ほぼ等しいかこれより厚く，Ｅ・ho7Ze"Ｓｅの外層は反対

に非常に薄い．

５．頭冠疎数は脱裏幼虫でないと正確には数えにくい

が，隅練の形態や配列を観察することにより被嚢幼虫の

ままで両種を区別することができる．

６．焔細胞式は両種メタセルカリアとも２〔(３＋３十

３）＋（３＋３＋３)〕＝36であった．
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= Abstract =

COMPARISON OF METACERCARIAE OF ECHINOSTOMA HORTENSE

ASADA, 1926 AND ECHINOSTOMA CINETORCHIS ANDO

ET OZAKI, 1923 IN LOACH, MISGURNUS

ANGUILLICAUDATUS

Susumu SAITO

(Department of Parasitology, Yamagata University

School of Medicine, Yamagata, Japan)

AND

Shigekazu TANI

(Department of Parasitology, Akita University

School of Medicine, Akita, Japan)

Human infections with Echinostoma hortense have been recently reported by several workers.

It was supposed that the infections were mainly caused by eating raw loach. The loach is also

known as a second intermediate host of Echinostoma cinetorchis.

In this paper both metacercariae of E. hortense and E. cinetorchis found in loach, Misgu-

rnus anguillicaudatus were compared each other by the observation of morphology and encyst-

ment sites. The results obtained were summarized as follows.

1) In 119 loaches examined, the numbers or rates of those infected with the metacercariae

of E. hortense, E. cinetorchis, and both species were 27 or 22.7 %, 22 or 18.5 %, and 26 or 21.8

%, respectively. Number of metacercariae per loach was usually 1-3 in each species.

2) E. hortense metacercariae were commonly found in the head and the perianal skin of

the loach, and rarely in the external walls of digestive organs and the abdominal cavity. E.

cinetorchis metacercariae were only found on the dorsal wall of the abdominal cavity.

3) E. hortense metacercariae excysted within 15 minutes in artificial intestinal juice added a

few drops of the dog bile, but E. cinetorchis metacercariae did not excyst in such solution.

4) The cyst wall of E. cinetorchis consists of double layers, having approximately the same

thickness. The border of double layers is composed of double lines with yellowish green in color.

But the outer layer in E. hortense is very thin compared to the inner layer.

5) In encysted metacercariae, 4 corner spines on each side of the head collar in E. hortense

were easily recognizable, whereas 5 corner spines in E. cinetorchis were hardly countable because

of their undeveloped conditions.

6) In both metacercariae of E. hortense and E. cinetorchis, protonephridia are stenostomate

with the flame cell pattern of 2 [(3 + 3+ 3)+(3 + 3+ 3)] = 36.

( 33 )




